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1. 研究の背景と本報告の目的 
本報告の目的は、2000年以降の中国社会にお

いて、「感恩教育」がどのように語られてきた

かについて検討することである。 

2000年代以降、中国社会では「感恩教育」と

呼ばれる言説が教育学分野や学校教育分野の

みならず、社会的に広く受容されてきた。「感

恩」とは、他者・社会・自然から受けた恩恵や

利便に対して、それを認識し、感謝の情を抱き、

さらにその恩に報いようとする意欲を含む認

知的・情意的・行動的側面をもつ概念である（陶、

2004）。現代社会を生きる青少年たちには、こ

の感恩の意識が欠如していると指摘され、学校

教育をはじめとする様々な領域において、「感

恩教育」の必要性が提起された。学校現場では、

「感恩教育」をテーマとした実践が様々に行わ

れ、たとえばホームルーム活動、スピーチ大会

や外部講師を招いた講演会、教科学習への取り

入れ、教室や学校内部の掲示、親や教師に感謝

の手紙を送るなどの取組が挙げられる。 

学校教育にとどまらず、「感恩教育」に関す

る言説は中国社会にも一定程度定着しており、

とりわけ学齢期の子どもをもつ保護者の中に

も、こうした取組を肯定的に捉える者が少なく

ない（劉、2023）。2000年代以降の中国社会に

おいて、「感恩教育」の言説がどのように人々

の間で定着していったのか、本報告ではこの点

に焦点を当てて検討を行う。 

 

2. 先行研究の検討 
感恩教育に関する研究動向を確認するため

に、CNKIにおいて関連論文の検索を行った。

CNKIは、中国最大の学術情報データベースであ

る。このCNKIのデータベースで、論文タイトル

に「感恩教育」を含む論文を検索したところ、

1641件がヒットした。1641件の分布を表１にま

とめた。表１のとおり、「感恩教育」に関する

先行研究は、2004年以降に増加しはじめ、2010

年の168件のピークを迎えたのち、減少傾向に

ある。 

 

 

 
図１ 「感恩教育」をタイトルに含む論文数 

 

次に、「感恩教育」に関する先行研究の概観

を示しておく。先行研究では、現代中国におけ

る感恩意識が希薄化する要因として、以下の５

つを挙げている。すなわち、1）市場経済がも

たらす消極的影響：市場経済の等価交換原則が

従来の伝統的価値観に衝撃を与え、青少年の思

想や道徳領域に消極的影響を与える。2） 学校

教育の問題：知育を重視し、徳育は軽視する学

校教育。3）家庭教育の問題：長年にわたる受

験教育の影響により、保護者は子どもの知的発

達や学業成績のみを重視するような子育て観

を持つ傾向があること。4）感恩文化の断絶：

改革開放政策と市場経済の発展により、伝統的

な道徳的価値観（たとえば、孝文化１）など）が

断絶されていること、5）インターネットの消

極的影響：青少年たちがインターネットに没頭

し、現実の集団活動や人間関係が希薄化してい

ること（陳・劉、2006）、である。 

こうした指摘を背景に、2000年代前半以降、

感恩教育は学校教育の中で活発に導入される

ようになり、その教育的効果を検証する研究も

散見されるようになった。たとえば、葉ほか

（2013）は、感恩教育が直接的または間接的に

子どもたちの学業達成と正の相関をもつこと

を指摘している。 

一方で、数少ないものの、「感恩教育」の問

題点を指摘する研究も見られるようになった。

たとえば、李・熊（2024）は教育社会学の視点

から「感恩教育」を批判的に捉え直し、農民工

子弟が多く通う都市部の学校を対象としたフ

ィールド調査を通して、次のような点を明らか
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にした。すなわち、「生徒が貴重な教育機会を

与えてくれた学校に感謝する」という趣旨のも

とで感恩教育を実施している学校では、学校側

は都市部が農民工子弟に教育機会を提供する

ことを「恩恵の施与」とし、農民工子弟を「感

恩すべき立場」と位置づけている。一方で、学

校は農民工子弟を受け入れることで社会的資

源を獲得し、都市部の教育システムにおける自

身の弱い立場を改善していることを指摘した。 

このように、「感恩教育」に関する研究は蓄

積されてきている。しかし、冒頭で述べたよう

に、「感恩教育」は教育学や学校教育の領域に

とどまらず、社会的にも広く受容されてきた側

面があるが、その受容プロセスは必ずしも明確

にされてきたとは言い難い。そこで本研究では、

上海市で発行されている新聞記事の分析を手

掛かりに、この点について検討する。上海市の

教育水準は中国国内でもトップレベルにあり、

2012年および2015年のPISA調査では読解力・数

学・科学の三分野すべてでトップの成績を収め

るなど、教育の質の高さで知られている。また、

2005年に公表された上海市新版「中学生守則」

（中学生の行動規範）においても、全国に先駆

けて「感恩を学ぶ」という内容が加えられた。

したがって、上海市の事例は中国社会における

「感恩教育」の受容プロセスを考察する上で、

一定の代表性を有していると考えられる。 

 

3. 研究の方法・対象及び現時点の分析 

 図2は、2003年から2024年までに上海市で発

行された新聞記事のうち、記事タイトルに「感

恩」または「感恩教育」など２）の語を含む記事

件数を示したものであり、計134件であった。

本報告では、暫定的にこれらの記事を萌芽期

（2003～2004）、関心拡大期（2005～2011）、

関心衰退期（2012～）の三期に区分し、それぞ

れの時期における記事内容の特徴を、テキスト

分析の手法を用いて検討する。 

 

 
図2 「感恩教育」または「感恩」等を冠する記事

件数 

現時点の分析結果は以下の通りである。萌芽

期（2003～2004）には、「感恩教育」の対象と

して主に父母が想定され、「感恩意識」を育む

ことの必要性が論じられた。たとえば、解放日

報が2003年9月12日付の記事「『感恩教育』の

強化は喫緊の課題」において、はじめて記事タ

イトルに「感恩教育」を冠した。同記事では、

新年度を迎える大学新入生に見られる過度な

消費傾向を批判し、学生の自己抑制力と金銭感

覚を養い、親への感恩意識を涵養することが喫

緊の課題であると述べている。次に、関心拡大

期（2005～2011）では、「感恩教育」をテーマ

とする取組が学校教育に定着した時期であり、

この時期には「感恩教育」の対象が父母から教

師、学校さらに社会へと拡張された。一方で、

学校教育における過度な「感恩教育」を批判す

る記事も多く見られるようになった。この傾向

は教育学研究の分野ではあまり見られない特

徴である。たとえば、新民晩報は2010年6月7日

付の記事「跪いて感謝するのは真の感謝か、そ

れとも『パフォーマンス』か」において、高校

の卒業式で学生が教師に跪いて感謝するとい

うイベントを、「学生の感情を軽視したパフォ

ーマンス」であると批判している。 

 

〈註〉 

1）「孝文化」とは、目上の人を敬う文化の在り

方を指す。 

2）「下跪」（日本語：跪く）または「磕头」（日

本語：土下座する）など、感恩教育をテーマと

した教育実践にしばしば見られる内容も検索

キーワードに含めた。 
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